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鳥栖市教育委員会 議事要旨 

 

１ 会 議 名 

 教育委員会 1月定例会 

２ 開 催 日 時 

 令和 2年 1月 8 日（水）9時 00 分開会  9 時 46 分閉会 

３ 開 催 場 所 

 鳥栖市役所 3 階第 1委員会室 

４ 会 議 の 公 開 

 公開 

５ 出 席 委 員 

 天野教育長、古澤委員、吉原委員、戸田委員、副田委員 

６ 出席事務局職員 

白水教育次長、青木教育総務課長、中島学校教育課長、松隈生涯学習課長兼図

書館長、古賀学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事、井上学校教育課主幹兼教

育相談係長兼指導主事、立石学校教育課長補佐兼学校教育係長、原学校教育課

長補佐兼学校給食センター所長兼学校給食センター係長、八尋生涯学習課長補

佐兼生涯学習推進係長、眞子教育総務課総務係長、久山生涯学習課文化財係長、

中溝生涯学習課図書係長 

７ 傍 聴 

 0 人 

８ 経 過 報 告 

 12 月定例会以降の経過報告 

９ 議 事 録 承 認 

 12 月定例会の議事録承認         【承認】 

10 協議報告事項 

 （１）教育プランの進行管理について 

11 今後の予定等 

 教育委員会関連の主な行事について報告 

12 次回会議予定 

    教育委員会 2月定例会   令和 2年 2月 19 日（水）9時 00 分から 
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○天野教育長  

はい、それでは新年明けましておめでとうございます。鳥栖市の教育委員会にと

って、また教育委員さん方にとってもこの新しい年が実りのある素晴らしい年にな

ることを祈念をいたします。 

1 月も早いもので、今日から学校の方がスタートしたということで子どもたちが

元気に学校に通っておりましたけれども、この長かった冬休み、今のところ子ども

たちの生活事故とか交通事故等について報告はあってないということで、今からひ

ょっとしたら出てくるかも分かりませんけれども、非常に安心しているような状況

です。今日は春の嵐みたいに風が強いということで非常に心配しておりましたけれ

ども、大したことなくてよかったというふうに思ってます。実は教職員の異動に関

する校長の面談をもう今日のお昼から実施するということで、12 校全ての校長さん

方一人ずつやっていくんですけれども、そういう時期になりました。 

令和元年度もあと 3ヵ月ということで、今日は特にこの教育プランの進行管理と

いうことを協議報告事項に挙げておりますけど、あと 3ヵ月ということで積み残し

がないようにですね、しっかり見てチェックしていただいて、そしてそれを令和 2

年度に活かすという意味でも非常に今日は重要な会議になるんじゃないかなという

ふうに思ってますので、よろしくお願いいたします。 

それではただいまより、教育委員会 1月定例会を行います。最初に経過報告をお

願いします。はい、青木課長。 

○青木教育総務課長  

（資料に基づき説明） 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。それでは行事、また 12 月市議会の概要等につい

て何か御質問等ありましたらお願いします。はい、古澤委員。 

○古澤教育委員  

おはようございます。行事について、この中で 12 月 26 日に臨時会があっており

ますので、執行部も全員は入っておられなかったけど、これは結構大事な内容の報

告だったと思いますので、後で加えておいてください。 

○天野教育長  

どうもすいませんでした。他にいいでしょうか。はい。それでは次にいきます。 

次に議事録承認。議事録承認につきましては別紙で綴じて資料をつくっていただ

いておりますので、また何かありましたら執行部の方にお願いしたいというふうに

思いますが、よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

それでは協議報告事項、教育プランの進行管理についてお願いいたします。はい、

青木課長。 

○青木教育総務課長  

（資料に基づき説明） 

○中島学校教育課長  

（資料に基づき説明） 

○青木教育総務課長  

（資料に基づき説明） 

○中島学校教育課長  

（資料に基づき説明）  

○松隈生涯学習課長  

（資料に基づき説明） 
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○天野教育長  

はい、ありがとうございました。詳しく説明をしていただきました。第 3四半期

終わった時点での進捗状況と実績等を理解していただいたんじゃないかなと思いま

す。非常に内容が盛りだくさんということですので、まず学校教育課と教育総務課

関係の 1～7までのところで御質問、それから御意見等何かありましたらお願いした

いというふうに思います。ちょっと時間をとりたいと思います。はい、古澤委員。 

○古澤教育委員  

はい。5番目の教育環境の中で、パソコンによる先生方の勤務時間の把握に絡ん

でです。御報告で 2回とも調査時期は多少変わってましたけれども、中学校の先生

方のほうが小学校より 14～15 時間長い結果が出てるようです。これの原因等分かっ

ておられるようであれば教えていただきたいと思います。 

それと 2点目、7番の家庭・地域との連携の絡みで、鳥栖中学校区で実施をして

いこうということで、民生委員さん等に報告しましたという御説明がございました。

これの反応がどんなものか教えてください。 

○天野教育長  

はい。それではまず最初 1点目からお願いします。はい、中島課長。 

○中島学校教育課長  

はい。中学校の方がやはり 50 時間を超えているという状況につきましては、かな

り少なくはなってきてると思うんですが、まず大きな部分はやっぱり部活動がある、

これが小学校との大きな差ですね。これが一番かなと思っております。さらにもう

一つは、11 月までには入ってこないのかもしれませんけど、入試事務等が入ること

によってやっぱり小学校とは大きく違うところがあるのかなと思います。そういっ

たところでやはり中学校の方が多くなっています。 

○天野教育長  

続けて 2点目、コミュニティ・スクールについて。はい、古賀参事。 

○古賀学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事  

失礼します。コミュニティ・スクールの説明に対する反応についてですけれども、

昨年に区長会、それから民生委員・児童委員の皆様方に説明をさせていただきまし

た。反応としましては、肯定的な反応であったかというふうに受けとめております。

質問内容につきましても、基里中学校で行われています「しゃべり場」に参加して

の感想等もありまして、そこでの生徒の反応とかも求められましたけれども、説明

した際に非常に喜んでいただいたというところもございます。また、質問等におい

てなぜ中学校区なのかっていうところを説明させていただきました。その説明につ

きましては以前もこの会においてこの中学校区、鳥栖中学校区になったことについ

ては説明したかと思います。その説明、それから基里小・中学校の成果、課題につ

いてお伝えをしたところ、特段批判的な反応もなく、受け入れると、承知しました

ということで御了解をいただいているところでございます。以上です。 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。古澤委員さんいいですかね。はい。 

○古澤教育委員  

はい、よく分かりました。中学校の部活は確かにそうだろうと思います。という

ことであれば、こういう状況はまだ今後も続くと思っとかんといかんのかなという

ふうに受け取りましたけれども、中でも部活の先生方の関わり方についてはこれま

でも市独自ではなくても、県を挙げて、国も挙げて、教える人専門の方を入れたり

とかいうのがあったと思います。これからも少しでも先生方の労力を減らせるよう
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な努力は継続してやっていただきたいという、これは要望でございます。返事は要

りません。 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。コミュニティは私も回って説明をしてきたんで

すけども、非常に好意的な感じを受けました。それで今日は鈴木さんお出でないん

ですけど、鳥栖北地区では鈴木会長さんあたりは「コミュニティについて研修せな

いかんから、ちょっと先進地視察をしなくちゃいけないね」ってそこまで言われて

おりました。非常に前向きに捉えておられるなというふうに思っておりますので、

これから一つ一つ丁寧に各学校運営委員を選んでお願いをするという段階を早くや

っていかなくちゃいけないというふうに思ってます。内容等についてもしっかり説

明して、さらに深めていただきたいというふうに思ってます。はい、古澤委員。 

○古澤教育委員  

肯定的に好意的に鳥栖中のコミュニティ・スクール化について受けとめていただ

いたということは私たちもありがたいことだと思っておりますし、これもひとえに

恐らく最初にスタートした基里中校区、あそこでの取り組みが一定功を奏している

からだろうというふうに思っているところです。関わられた先生方は非常に大変だ

ったろうなと思いますけれども、いい事例がありますので、鳥栖中は今度は規模が

大きくなりますからですね、小中学校も 3つありますし、しっかりやっていただき

たいと思います。私たちもしっかりと必要な支援はさせていただきたいと思ってお

ります。 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。はい、吉原委員。 

○吉原教育委員  

はい。1つ目は学校教育課の範疇でいじめ問題ということでですね、こども育成

課との連携を進めておられるという中で、先の議会の児童虐待の状況についての答

弁の中でも、小中学生に対する虐待が 35 名いるということで非常に問題のある数字

かと思っております。引き続きですね、連携をとられてお願いをしたいと思います。

あと、この 2022 年までに子ども家庭総合支援拠点の設置ということで答弁の中で言

われておりますが、もうちょっと詳しい説明をお願いしたいと思います。 

2 点目に学校給食の中でですね、4期の報告の中に年間残食率を 3％以内というこ

とで設定されて進めてあるということで、1・2学期終わった段階でですね、もし数

字が出ておればその残食率の数字を教えてほしいのと、あと給食費の会計の収支状

況の報告書を次回にでも見せていただければというのが 2 点目です。お願いします。  

○天野教育長  

はい、それでは児童虐待と絡めてこの答弁書にもあります子ども家庭総合支援拠

点の設置等について分かる範囲内でよろしくお願いします。はい、古賀参事。 

○古賀学校教育課参事兼課長補佐兼指導主事  

失礼します。先ほど 1つ目の質問にありました 2022 年度までの子ども家庭総合支

援拠点の設置、こちら国がその目標として掲げているものであります。こども育成

課の方で中心となって、今現在そちらを検討していただいてるんですけども、学校

教育課としましても関わる機関というとこでですね、こちらの方につきましてはや

はりこども育成課等と連携を図りながら取り組んでいく必要があるだろうというこ

とで、こういう答弁をさせていただいております。以上です。 

○天野教育長  

はい、原センター長。 
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○原学校教育課長補佐兼学校給食センター所長兼学校給食センター係長  

はい。現在の残食率の状況ということで御質問いただいた分ですが、各校ばらば

らの状況ではございますけれども全体としては 3％を上回っている状況です。細か

な数字につきましては給食費会計の状況と同時に運営委員会にお渡しをしておりま

すが、2学期末の状況ではまだ取りまとめが進んでおりませんので細かなところは

ちょっと申し上げられませんけれども、3％は上回っている状況ということになって

おります。 

○吉原教育委員  

ありがとうございます。 

○天野教育長  

他にいいですか。それでは生涯学習課も、学校教育課等も含めて結構ですので何

かありましたら。そしたら吉原委員。 

○吉原教育委員  

生涯学習課の方の第 4四半期の中に子ども読書活動推進コーディネーターの設置

ということで、8番目の一番下に書いてありますけれども、これについて若干詳し

く説明の方お願いしたいと思います。 

○天野教育長  

はい、中溝係長。 

○中溝生涯学習課図書係長  

こちらの子ども読書活動推進コーディネーターの設置というところはですね、今

図書館には司書さんが 3名児童担当でいらっしゃるんですけれども、その中で 1人

長期間にわたって児童担当ということでされてある方がいらっしゃるので、その方

にこのコーディネーターになっていただいて、児童の選書であったり、そういう取

りまとめをしていただきたいというふうに考えております。以上です。 

○天野教育長  

吉原委員。 

○吉原教育委員  

具体的な活動を何か考えてあるのであれば、それもちょっと教えていただいてい

いですか。 

○天野教育長  

はい、中溝係長。 

○中溝生涯学習課図書係長  

具体的には選書と、先ほどありました特集コーナーの設置ってあるんですけれど

も、それが基本的には毎月 1度整理休館日のときに総入れ替えするような形をとっ

ていますので、そういったところの指導といいますか、取りまとめをお願いしたい

と思っております。 

○天野教育長  

吉原委員いいですか。他に、戸田委員。 

○戸田教育委員  

10 番の放課後児童クラブについて質問をさせてください。第 3四半期として次年

度の受付を開始というのがありましたけれども、議会の質問の中でも今の計画と現

状との開きの問題だとか、今後の方針等が書かれてたと思うんですけれども、次年

度の見通し、及びこの議会答弁の中にあります今後の計画について少し教えていた

だけませんか。どんな見通しがあるのか。 
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○天野教育長  

はい、松隈課長。 

○松隈生涯学習課長兼図書館長  

はい。11 月末現在では 790 名と言ってましたけれども、昨日現在でもう 800 名は

超えたような状況でございます。やはり議会等での答弁にありますように、指導員

不足というのが一番の原因で、指導員がなかなか集まらないことには 6年生まで入

れることができないのが現状でございます。そのためにも今度、会計年度職員とい

う形で指導員さんたちの待遇、給与面なんですけども、若干ですけれども改善され

ていきますので、そういった面をアピールしていって指導員の確保に全力をあげて

努めてまいるしかないというふうに思っております。また、児童数に比べて施設が

不足する学校につきましても、計画的に改修をかけたり建設を考えて検討していき

たいというふうに思っております。以上です。 

○天野教育長  

戸田委員さんいいですかね。はい、副田委員。 

○副田教育委員  

御質問ではなくて、提案です。生涯学習に関することなんですが、もう皆さん御

存じだと思いますが、4 月から「ゆめさが大学鳥栖校」が開校いたします。それで、

50 名の定員なわけですけれども、概ね 60 歳以上を対象とした生涯学習、これから

いろいろ学びたいという方たちが集まるわけですね。そこで、この四半期のうちに

その方たちに、例えば図書館ではとか、学ばれるためのバックアップをこんな形で

しておりますよとか、勝尾城のことであったり、あるいは何かそういったことにつ

いて配るようなものがあればいいのではないかなと思うわけですね。4月が入校式

のようですので。多分そこは人材発掘にもつながっていくと思います。私は唐津、

佐賀、そして鹿島校の講師を務めさせていただいたことがありますが、ほんとにい

ろんな元教師だったっていう方も多いですし、これからさらにリタイヤした後に学

びたいという方が集まってらっしゃるんです。そうしましたら、もしかしたら放課

後児童クラブの指導員にもつながってきたりとか、ボランティア感覚を持ってらっ

しゃる方もいっぱいいらっしゃいますので、本当に人材発掘ということで素晴らし

い人材がぎゅっと凝縮されて今度集まることになると思いますので、ぜひ四半期の

うちにそういうふうな何かつながるようなアピールするものを、せっかくのスター

ト年次でございますので、作って入校の時に配布できないかなという、そのような

提案でございます。以上です。 

○天野教育長  

素晴らしい提案だというふうに思いますけれどもどうですか。はい、松隈課長。 

○松隈生涯学習課長兼図書館長  

はい。委員からの提案を受けましてですね、課内でちょっと検討させていただけ

ればというふうに思っております。以上です。 

○天野教育長  

はい、古澤委員。 

○古澤教育委員  

今の件については年末近くにＮＨＫでもしっかりとＰＲをしてましたので、えー

っというふうには思っておりました。私の先輩もすぐ隣町の方ですけど、佐賀まで

行ってわざわざはすごいな、10 歳も上なのにと思った覚えがありました。今の提案

素晴らしいものですので、よくアンテナを張って企画されたらどうかなと思います。 

それと、これは質問ではございません。年末、12 月ぐらいだったと思います。臨
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時会の直前ぐらいだったと思います。西日本新聞の方にしっかりと勝尾城関連で葛

籠城とか見開きで、教育長が日ごろからいっぱい言ってあるからもあるかもしれま

せんけど、よくあれだけの紙面スペースを割いてされたなというふうに思っており

ます。これからもどしどしやっていただいて、あれはすごく注目を浴びてこんなの

があるんだっていうふうに思っていただいたと思ってます。2年ぐらい前にはクリ

アファイルっていうんですかね、葛籠城を透かしにしたような、あれも素晴らしい

ことをされたなと思ってますので、これからも継続的にやっていっていただきたい

と思います。 

○天野教育長  

はい、貴重な御意見ありがとうございます。かささぎ通信はですね、ほんとにあ

れだけ紙面を使って、この前の仕事納めときも少し触れましたけれども、非常によ

かったなというふうに思ってます。勝尾城筑紫氏遺跡の積極的な公開活用というこ

とで、よかったら現地ワークショップを 6 回にわたり開催したということですので、

ちょっと具体的内容を説明していただきたいというふうに思ってます。はい、久山

係長。 

○久山生涯学習課文化財係長  

勝尾城をテーマにした現地ワークショップは昨年度から行っており、今回が 2回

目でございます。これは趣旨といたしましては、今までの勝尾城整備は行政主導と

いうような形で、整備計画をつくってそれに基づいてやるということだけを考えて

たんですけど、やっぱりそういったものでは市民の方のものにならないというか、

愛着を持っていただけないということもあるものですから、一度まず市民の皆様が

勝尾城についてどういうことを思っていらっしゃるかっていうのを、いろいろ語っ

ていただくっていうような趣旨で行ったのが昨年でございます。昨年度は室内でお

話しするだけだったもんですから、今年度はその中でお話をいただいた要望も含め

て、じゃあ現地でこれの続きをしたいというような声がありましたので、今年度は

現地をメインとしたものを行いました。 

11 月 26 日から 12 月の 19 日まで全 6回を 2つに分けまして、最初は葛籠城跡地

区、次は筑紫氏館跡地区で行いました。現地を 2回行って、そのあとまた室内でそ

のまとめをするというものを繰り返しております。そうした中で、前回いろいろ意

見いただいたものをグルーピングした中で、例えば看板などの案内表示、サイン等

の方法とか、あとピンポイント的なものにもなるかもしれませんが、撮影ポイント

とか、あとそれに付随して見晴らしのよい場所ですね、全体が見えるポイントはど

こにあるかとか、そういったものを実際現地を歩きながら探しております。それ以

外にもいろいろな新しい意見、今まで見学会についてはコースをたどるという考え

を私たちは固定的に思ってたんですけれども、皆様の中にはやっぱりふらっと簡単

に立ち寄って、ここだけ最低見たいなとか、第一印象が素晴らしくなるにはどうす

ればいいかとか、いろんな意見をいただいております。そういった中で現在成果を

まとめておりますが、様々な形で整備に活かしていけたらと思っております。以上

です。 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。一生懸命努力して公開活用ということで頑張っ

ていこうということで、非常に楽しみにしております。他に委員の皆様からいいで

すか。それではこういった多くの素晴らしい意見をいただきましたので、こういう

ことを踏まえながら第 4四半期に向けて、残りもう 3ヵ月もありませんけど、しっ

かり最後のまとめに取り組んでいきたいと思ってますので、よろしくお願いしたい
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というふうに思っております。それでは、教育プランの進行管理については終わり

ます。 

次に、今後の予定についてお願いします。青木課長。 

○青木教育総務課長  

（資料に基づき説明） 

○天野教育長  

はい、ありがとうございました。それでは今後の予定について何か御質問等あり

ましたらお願いいたします。12 月 25 日の冬のおたのしみおはなし会はですね、今

年初めてサンタのおじさんになりまして出たんですけども、対象が僕は小学生が中

心かなと思ったらもう幼児が会議室いっぱい入って、だからたくさんの方がお見え

になるんだなと本当に感心しました。今後の予定の中にもですね、ぬいぐるみおと

まり会とか、その時ぬいぐるみおとまり会について説明とか御案内を配ってあった

んですけど、そういうことも含めていろいろ図書館も頑張っていただいているとい

うことも含めてですね、また今後よろしくお願いしたいというふうに思ってます。 

それでは、これをもちまして教育委員会 1月定例会を終わります。皆さんどうも

ありがとうございました。 


